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広報　常陸大宮　　　　平成１８年２月号４

有料道路割引制度 特別障害者手当

○対象者
心身または精神の障害が、重度または重複している
などの理由で、日常生活で常時特別の介護を必要と
する２０歳以上の在宅重度障害者の方に支給します。
※ただし、次の場合は対象となりません。
①受給者または、その配偶者もしくは扶養義務者の
前年の所得が一定金額以上の場合

②施設等に入所している方
③病院等に３ヶ月を越えて入院している方

○支給額　２６，５２０円（月額）

　通勤、通学、通院等の日常生活において、障害者
の方が有料道路を利用する場合に一定の要件で料金
が割引になります。

●対象障害者の範囲●
①障害者本人が運転する場合
　→身体障害者手帳の交付を受けているすべての方
②障害者本人以外の方が運転され、障害者本人が同
乗する場合
→身体障害者手帳または療育手帳の交付を受けて
いる方のうち重度の障害※をお持ちの方
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※重度の障害の範囲は、手帳に記載されている
「旅客鉄道株式会社旅客運賃減額」の第１種と同
じです。

●対象自動車の範囲●
　車検証または軽自動車届出済証に「自家用」と記
載されているものまたは、二輪自動車で総排気量が
１２５ccを超えるもの（車種によって制限有）
　所有者要件については、車検証または、軽自動車
届出済証の｢所有者の氏名又は名称」欄に本人、配偶
者、直系血族及びその配偶者、兄弟姉妹及びその配
偶者並びに同居の親族等が記載されているもの。

●割引料金額●
　通常料金の半額
※ETC時間帯割引『深夜割引・通勤割引・早朝夜
間割引』との併用はできません。

�割引有効期間　申請日から２回目の誕生日まで

●申請に必要な書類等●

※この他要件確認のため、書類等が必要になる場合
があります。

①身体障害者手帳または、療育手帳
②車検証または、軽自動車届出済証
③運転免許証（障害者本人運転の場合）

ETCを
利用しない

①身体障害者手帳または、療育手帳
②車検証または、軽自動車届出済証
③運転免許証（障害者本人運転の場合）
④ETCカード（障害者本人名義のもの）
⑤ETC車載器の管理番号が確認で
きるもの（ETC車載器セットアッ
プ申込書・証明書等）

ETCを
利用する

障害をお持ちの方に対しての割引制度や手当などについて障害をお持ちの方に対しての割引制度や手当などについて障害をお持ちの方に対しての割引制度や手当などについてご存知
ですか

？
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障害児福祉手当

○対象者
心身または、精神の障害が重度などの理由で、日常
生活で常時特別の介護を必要とする２０歳未満の在宅
重度障害児の方に支給します。
※ただし、次の場合は対象となりません。
①受給者または、その配偶者もしくは扶養義務者の
前年の所得が一定金額以上の場合

②施設等に入所している方
③障害を支給事由とする年金給付を受けている方
④病院等に３ヶ月を超えて入院している方

○支給額　１４，４３０円（月額）



広報　常陸大宮　　　　平成１８年２月号５

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の啓発を図ることで火災の
発生を防止し、火災による死者の発生や財産の損失を防ごうと毎年実施されているもので、この運動を契機
に、日ごろ忘れがちな火災に対する警戒心を喚起し、住民、事業所の関係者及び全国の消防機関等が一体と
なって火災予防を推進しようとするものです。
　また、この春季全国火災予防運動と同時期に「全国山火事予防運動」さらに「車両火災予防運動」も合わ
せて実施されます。
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（全国統一防火標語）「あなたです 火のあるくらしの 見はり役」「あなたです 火のあるくらしの 見はり役」「あなたです　火のあるくらしの　見はり役」

●寝たばこは、絶対やめる
●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
●ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
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●逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器等を設置する
●寝具や衣類からの火災を防ぐため、防炎製品を使用する
●火災を小さいうちに消すため、住宅用消火器等を設置する
●お年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制
をつくる

変わります！自動車税の「月割り計算」変わります！自動車税の「月割り計算」

お問い合わせ
茨城県常陸太田県税事務所　納税証明書について　　０２９４－８０－３３１３

月割り計算について　　０２９４－８０－３３１２
茨城県総務部税務課徴収グループ　　　　　　　　　０２９－３０１－２４２９
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　自動車税は、譲渡により車を他都道府県に移転した場
合、これまでは月割り計算されていました。
　例えば、２月１５日に他都道府県に移転登録した場合
は、茨城県で４月から２月までの１０ヵ月が課税され、移
転先の都道府県で残りの２ヵ月が課税されていました。
　また、移転前に１年分の自動車税を納めた方には、
２ヶ月分の税金が還付されていました。
　これに対して、１８年４月１日からは県境がなくなり、
年度途中に他都道府県に移転した場合でも、月割り計算
は行われません。
※なお、廃車した場合の還付や、新車・中古車の新規登
録の際の課税については、これまでどおり、月割り計
算が行われます。
　これから年度末にかけて転勤の時期を迎えますが、
自動車の廃車や譲渡は年度内に完了するよう早めの手
続きをお願いします。
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　月割り計算の廃止により、自動車のナンバーを他県の
ナンバーに変更後、翌年度の５月３０日までの間に車検を
受ける場合は、４月１日現在のナンバーの都道府県が発
行した車検用納税証明書が必要となりますので、次の点
にご注意ください。

◆ナンバー付きの自動車を買ったり譲り受ける場合
→　必ず販売店や譲渡人から納税証明書を受け取

るようにしましょう。
◆ナンバー付きの自動車を売ったり譲ったりする場合
→　必ず納税証明書を購入者または譲受人に引き

渡しましょう。
◆引っ越しする場合
→　必ず引っ越しする前に納税証明書の有無を確

認しましょう。
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１
月
５
日
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
に

お
い
て
、
約
４
０
０
人
が
出
席
し
賀
詞
交

歓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
平
成

　

年
中
に
善
意
銀
行
や
奨
学
基
金
、
施
設

１７整
備
、
防
犯
交
通
安
全
対
策
、
芸
術
文
化

振
興
等
に　

万
円
（
相
当
）
以
上
の
寄
附

２０

を
さ
れ
た
方
々
に
、
矢
数
市
長
か
ら
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
の
あ
い
さ
つ
な
ど
が
和
や
か
に
交

わ
さ
れ
る
な
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
市
内
で 
箏 そう 
曲 
を
指
導
す
る
生
田
流
箏

き
ょ
く

曲
祥
絃
会
会
主
の
前
田
幸
子
先
生
、
多
田

美
保
先
生
と
、
そ
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る

「
新
春　

琴
の
調
べ
」
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
新
年
の
厳
か
な
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

補
助
金
等
検
討
委
員
会
か
ら
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１
月　

日
、
常
陸
大
宮
市
補
助
金
等
検

１２

討
委
員
会
（
野
上
義
明
委
員
長
）
か
ら
市

補
助
金
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
提
言
書

が
市
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年　

月
に
市
長
か
ら
委
嘱

１１

を
受
け
た
６
名
の
委
員
さ
ん
に
よ
り
検
討

い
た
だ
い
た
も
の
で
、
提
言
書
の
内
容

は
、
現
在
、
市

内
の
各
種
団
体

等
に
対
し
て
市

か
ら
交
付
し
て

い
る
補
助
金
や

助
成
金
な
ど
に

つ
い
て
、
そ
の

交
付
基
準
や
交

付
額
等
を
見
直

す
た
め
の
基
準

を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
提
言
書
に
基
づ
き
市
補
助

金
等
見
直
し
要
領
を
制
定
し
、
一
定
の
周

知
期
間
を
お
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　
　

月　

日
に
行
わ
れ
た
こ
の
コ
ン
テ
ス

１２

２２

ト
は
、
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議

会
の
主
催
に
よ
り
、
地
産
地
消
と
し
て
身

近
な
野
菜
の
摂
取
を
テ
ー
マ
に
、
冬
期
に

広
く
料
理
に
使
用
さ
れ
る
白
菜
を
主
と
し

た
我
が
家
自
慢
の
料
理
を
各
地
域
の
推
進

員
に
呼
び
か
け
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
理
終
了
後
、
審
査
員
に
よ
り
味
・
見

た
目
・
調
理
の
簡
便
さ
・
庶
民
的
な
費
用
・

独
創
性
な
ど
の
選
考
基
準
に
そ
っ
て
採
点

さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
料
理
も
素
晴
ら
し
く

甲
乙
つ
け
難
い
な
か
、
大
宮
地
区
推
進
員

（
代
表
野
上
英
子
さ
ん
）
の
、
白
菜
を
生
地

に
練
り
込
ん
だ
「
白
菜
入
り
う
ど
ん
」
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

合
併
後
初
め
て
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
推
進

員
同
士
の

交
流
も
深

め
ら
れ
、

今
後
の
各

地
区
に
お

け
る
普
及

活
動
の
活

発
化
が
期

待
さ
れ
ま

す
。

 

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
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岡
崎
外
科
医

院
（
上
町
）
岡

崎
匡
雄
先
生
お

よ
び
阿
部
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

（
泉
）院
長
阿
部

栄
一
先
生
か
ら

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
体
外

式
除
細
動
器
）

３
台
の
寄
附
が

あ
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
突
然
死
の
主
な
原
因
と

さ
れ
る
心
室
細
動
等
の
不
整
脈
状
態
を
電

気
シ
ョ
ッ
ク
で
正
常
に
す
る
装
置
で
、
平

成　

年
７
月
か
ら
医
療
従
事
者
や
救
急
救

１６
命
士
だ
け
で
な
く
一
般
市
民
に
よ
る
使
用

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

寄
附
に
あ
た
っ
て
、
岡
崎
先
生
か
ら
迅

速
な
応
急
手
当
の
重
要
性
等
の
お
話
し
の

他
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
の
説
明
が
あ
り
、

市
職
員
も
実
践
し
て
み
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
救
命
講

習
で
確
実
な
技
法
を
習
得
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
市
消
防
本
部
で
も
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
寄
附
い
た
だ
い
た
３
台

は
、
市
役
所
お
よ
び
ロ
ゼ
ホ
ー
ル
、
西
部

総
合
運
動
公
園
体
育
館
に
設
置
さ
れ
る
予

定
で
す
。
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新たな気持ちで市の発展を願う
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食
生
活
改
善
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
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��� ▲最優秀賞に選ばれた、緑色が鮮やかな
　「白菜入りうどん」
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自
分
の
身
は
自
分
で

�
�
�
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１
月　

日
、
小
瀬
小
学
校
体
育
館
に

１７

お
い
て
、
全
児
童
を
対
象
に
防
犯
教
室

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
防
犯
ビ
デ
オ
「
５
つ
の

約
束
」
を
上
映
。
そ
の
後
、
大
宮
警
察

署
生
活
安
全
課
署
員
に
よ
る
防
犯
講
話

が
あ
り
、
犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
の
約

束
事
「
い
か
の
お
す
し
」
の
説
明
に
、

児
童
た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
不
審
者
に
声
を
か
け

ら
れ
た
場
合
の
対
処
方
法
や
、
腕
を
つ

か
ま
れ
た
際
の
逃
れ
方
、「
助
け
て

〜
っ
！
」
と
大
声
を
出
す
練
習
等
を
、

警
察
署
員
と
先
生
、
代
表
児
童
に
よ
っ

て
実
演
す
る
体
験
活
動
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち

は
、
改
め
て

児
童
を
ね
ら

う
犯
罪
の
恐

ろ
し
さ
を
体

験
し
、「
自

分
の
身
は
自
分
自
身
で
守
る
」
こ
と
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
い
か
の
お
す
し
」
と
は
？

い
か
…
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か
な
い

の
…
…
他
人
の
車
に
の
ら
な
い

お
…
…
お
お
ご
え
を
出
す

す
…
…
す
ぐ
逃
げ
る

し
…
…
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
し
ら
せ
る

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　市高校生会は、現在会員２７人。市の行事や子
ども会活動に協力したり、様々なボランティア
活動を行っています。
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　高校生会では、共に活動する仲間を募集して
います。市内に在住または在学している高校生
で、ボランティアに興味のある方ならどなたで
も入会することができます。
　きっかけや始める時期はそれぞれ違っても、
「やってみよう。」と思ったなら、それがあなた
のスタートです！興味がありましたら、お気軽
にお問い合わせください。
《問い合わせ先》
教育委員会生涯学習課（担当　宇野・高橋）
　�５２－１１１１・�５３－６５０２
　syougaigakusyu@city.hitachiomiya.lg.jp
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　「brize」という名前は、高校生会のサブネームです。英語の

bright（明るく）とrize
（上がる）を合わせた造
語で、「明るく元気に
みんなで向上していこ
う！」という熱意を込
めて、会員みんなで話
し合って決めました。

☆平成17年度の主な実績☆
・６月　地域子ども教室「走って遊ぼう！」企画運営
・７月　養護学校へ通う子どもたちとプール交流会
・７月　市子ども会幹部研修会（１泊２日）企画運営
・７～８月　常陸大宮市ふれあいの船参加等（指導員）
・８月　地球はともだちプロジェクト企画運営・協力
・９月　緒川みどりの少年団キャンプへ参加
・１０月　福祉団体スポーツ大会に協力
・１１月　ソフトボールフェスティバルに協力
・１２月　各種団体のクリスマス会に参加
・１月　市駅伝大会に協力

副会長　�澤　真理
　自分の内面が磨かれること間違
いないです！！みんなやる気のあ
る人たちなので打ち解けるのに時
間はかからないし、百聞は一見に

しかず。一度見に来てください。

横山　光大
　一番思い出に残っているのは、
ふれあいの船での貴重な体験で
す。この会の良いところは、みん
なおもしろいこと。（市役所の人

も含め）思ったより堅いイメージでは
なく、とても楽しいので、ぜひ高校生会に入ってく
ださい。

会長　鈴木　美喜子
　この会は、高校生時代にしかで
きないボランティアです。入るこ
とにより社会の厳しさや、責任
感、協調性が芽生えてきます。自
分を磨くにはとても良い場所です。また、進路を決
める内申書にもとても助けられます。私もかなり助
けられました。

小野瀬　晃仁
　ボランティアでたくさんの子ど
もたちとふれあえることがとても
楽しいです。「ふれあいの船」では
貴重な経験ができました。高校生
のみなさん一緒に活動しましょう！



広報　常陸大宮　　　　平成１８年２月号８
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　新春を飾る常陸大宮市消防出初式が１月８日、大宮消防広場において、多数の来
賓が見守るなか、消防職員、消防団員１，０００人が参加し大規模に行われました。
　入場行進、点検、市長あいさつの後に、永年消防業務に功績があった消防団員、消防
協力者等の表彰を行うと共に来賓の祝辞をいただき、災害のない平穏な年となることを
祈念しました。
　消防は、市民の皆さんの生命や財産を火災から守るために、また、皆さんの信頼と協
力が得られるように、日頃から訓練に励んでいます。
　ぜひ、この機会に防火・防災の意識を高め
ましょう。

�����������������������������������������������

　消防本部では、長年活躍した水槽付消防ポンプ自動車が老朽化
したため、車両整備計画に基づき最新型の車両（写真右）に更新
し、１月から東消防署に配備し、運用しています。この車両は、
水槽容量１，５００㍑ で、火点部署を主眼とした連携活動が効果的に
行える車両としています。また、資機材等の積載空間を確保する
ため、シャッター及び扉を多くしたボックス型です。また、内棚
板は上下可動式で災害に応じた積載が可能となっております。今
後の消防活動に新たな活躍が期待されるところです。

主 な 装 備 品主 要 諸 元

水槽容量１，５００㍑、積載ホース３０本、
散光式赤色警光灯１式、赤色点滅灯
４個、電子サイレンアンプ１式、動
力ホースカー１台、空気呼吸器３
基、油火災用資器材１式、可搬式投
光機１式、作業用サーチライト２
個、鍵付き梯子１台、三連梯子１台

日野レンジャー車 種

低床型
４輪駆動

駆 動 方 式

９，４８０Kg車両総重量

６，４００cc総 排 気 量

６名乗 車 定 員
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▲多くの来賓を迎えて式典が挙行
▲壇上の市長（右）と連合団長（左）

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																								























��������������������������������������������������������	
����������	
����������	
��

▼勇壮な消防団員の行進▲
人
員
・
姿
勢
・
服
装
の
点
検
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昔
は
一
月
一
日
か
ら
七
日
の
松
の
内
ま

で
を
大
正
月
と
言
う
の
に
対
し
、
十
四
、

十
五
日
を
小
正
月
と
呼
ん
で
様
々
な
正
月

行
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は

あ
ま
り
馴
染
み
の
な
く
な
っ
た
小
正
月
の

行
事
を
市
内
の
数
ヶ
所
で
は
ま
だ
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
��
��
	
�

　

一
月
十
四
日
に
は
鳥
追
い
と
い
う
子
供

の
行
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
田
や

畑
に
簡
単
な
小
屋
を
建
て
、
田
楽
や
甘
酒

を
作
っ
て
子
供
た
ち
が
お
こ
も
り

�
�
�
�

を
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
小
屋
は
地
域
や
参

加
人
数
に
よ
っ
て
四
方
を 
筵 
で
囲
う
だ
け

む
し
ろ

の
も
の
や
円
錐
形
の
も
の
な
ど
が
あ
り
、

祭
り
の
最
後
に
小
屋
を
焼
く
地
域
も
あ
り

ま
し
た
。

　

も
と
も
と
は
田
畑
の
害
鳥
を
追
い
払

い
、
豊
作
を
祈
願
す
る
と
い
う
意
味
合
い

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
鳥
追
い
の
と
き
に

子
供
た
ち
が
叫
ぶ
言
葉
か
ら
「
ワ
ァ
ー
ホ

イ
」
と
呼
ぶ
地
域
も
あ
り
ま
す
。
昔
は
い

た
る
と
こ
ろ
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
多
く
の
地
区
で
断
絶
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
地
域
の
交
流
や
子
供

た
ち
へ
の
伝
承
と
い
う
目
的
で
復
活
さ
せ

て
い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　

盛
金
宿
二
地
区
で
は
、
十
四
年
前
か
ら

地
域
の
大
人
が
中
心
と
な
っ
て
、
鳥
追
い

を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
年
中
行
事

を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
近
隣
住
民
の
間
で

次
第
に
薄
れ
て
い
く
つ
な
が
り
を
寂
し
く

思
っ
て
い
た
人
々
が
集
ま
り
、
伝
統
行
事

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
鳥
追
い
小
屋
を
作

り
、
コ
ウ
ゾ
ッ
カ
ラ
（
皮
を
は
い
だ 
楮 
の

こ
う
ぞ

芯
）
に
子
供
た
ち
が
餅
を
刺
し
て
ど
ん
ど

焼
き
の
火
に
か
ざ
し
て
願
い
事
を
か
け
ま

す
。
こ
こ
で
使
う
コ
ウ
ゾ
ッ
カ
ラ
を
手
に

入
れ
る
た
め
、
大
子
町
の
楮
農
家
の
作
業

を
手
伝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
紅
白
の
餅
を

木
の
枝
に
付
け
る
「
ハ
ナ
モ
チ
」
や
「
マ

ユ
ダ
マ
」を
作
る
行
事
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
芋
串
や
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、

夜
遅
く
ま
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
す
。

　

山
方
五
区
で
も
七
年
前
か
ら
鳥
追
い
の
行

事
が
地
区
を
あ
げ
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

厄
年
の
男
性
が
招
待
さ
れ
て
ホ
ウ
ロ
ギ

（
後
述
）
を
し
た
あ
と
、
同
様
な
行
事
に
参

加
し
、
お
振
る
舞
い
を
う
け
ま
す
。

�
��
��

　

同
日
に
は
、
数
え
年
四
十
二
歳
の
厄
年

の
男
性
の
厄
を
払
う
「
ホ
ウ
ロ
ギ
」
と
呼

ば
れ
る
行
事
が
各
所
で
行
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
も
と
も
と
「
ホ
ウ
ロ
ギ
」
と
は
払

い
落
と
す
と
い
う
意
味
で
、
厄
を
払
う
こ

と
を
意
味
し
ま
し
た
。

　

小
野
地
区
で
は
現
在
ま
で
断
絶
す
る
こ

と
な
く
続
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

鹿
島
高
房
神
社
で
厄
払
い
の
祈
祷
を
受
け

た
後
こ
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は

前
厄
・
本
厄
・
後
厄
の
男
性
あ
わ
せ
て
十

人
が
集
ま
り
、
こ
の
う
ち
本
厄
の
男
性
二

人
が
ホ
ウ
ロ
ギ
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

四
尺
二
寸
（
約
百
二
十
六
㌢
）
の 
晒 
に

さ
ら
し

百
円
玉
を
四
十
二
枚
と
大
豆
を
四
十
二
粒

入
れ
た
も
の
を
麻
紐
で
結
び
巾
着
の
よ
う

な
形
に
し
た
も
の
を
厄
男
が
各
自
で
作
り

ま
し
た
。
こ
の
物
自
体
も
「
ホ
ウ
ロ
ギ
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
社
殿
を
三
周
回
る
間
に

股
の
間
か
ら
こ
の
ホ
ウ
ロ
ギ
を
落
と
し
、

頼
ん
で
お
い
た
子
供
に
拾
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
昔
か
ら
「
キ
ン
タ
マ
ホ
ウ
ロ
ギ
」
と

も
呼
ば
れ
、「
サ
カ
リ
を
落
と
す
」
意
味
合

い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
初
老
の
祝
い
」と
し
て
内
祝
の
品
を
引

く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

四
十
二
歳
で
「
初
老
」
と
は
現
代
の
感

覚
と
は
大
分
違
い
ま
す
が
、
昔
は
き
つ
い

農
作
業
と
十
分
で
な
い
栄
養
状
態
、
医
療

の
不
足
な
ど
も
あ
り
、
体
力
の
衰
え
る
の

も
今
よ
り
ず
っ
と
早
く
、「
初
老
」
と
い
う

実
感
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

������

�����������	
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▲雨の中でのホウロギ（小野地区）

▲マユダマと芋串（盛金宿二）
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１
月　

日
、「
第
４
回
子
ど
も
会
対
抗
大
縄

２９

跳
び
大
会
」
が
青
少
年
育
成
常
陸
大
宮
市
民
会

議
御
前
山
支
部
お
よ
び
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
の
御
前
山
地
域
各
小
学
校
支
部
の
主
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
保
護
者
２
人
が
回
す
大
縄
を
、
５

人
１
チ
ー
ム
と
な
り
３
分
間
で
何
回
続
け
て
飛

べ
る
か
を
競
い
合
う
も
の
で
、
御
前
山
地
域
の

単
位
子
ど
も
会
か
ら　

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

２４

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
か
け

声
で
元
気
に
跳
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
わ
っ
た
後
は
、
大
縄
を
回
し
て
く

れ
た
大
人
た
ち
と
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
す
る
姿

も
見
ら
れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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（
県
立
大
子
広
域
公
園
特
設
周
回
コ
ー
ス
）
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県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
が
主
催
し
た
も

の
で
、　

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
チ
ー
ム
が

６１

参
加
し
ま
し
た
。
本
市
か
ら
も　

チ
ー
ム

１４

が
参
加
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

○
市
関
係
入
賞
者

低
学
年
男
子
の
部

優　

勝　

大
宮
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
Ａ

準
優
勝　

山
方
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少

低
学
年
女
子
の
部

準
優
勝　

小
瀬
ス
ポ
少
Ａ

第
３
位　

大
宮
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
ス
ポ
少

高
学
年
男
子
の
部

優　

勝　

大
宮
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
Ａ

準
優
勝　

大
宮
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
Ｂ

高
学
年
女
子
の
部

優　

勝　

小
瀬
ス
ポ
少
Ａ
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�
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（
山
方
小
学
校
体
育
館
）

　
　

月
４
日
、
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
山
方

１２
支
部
主
催
に
よ
り
、　

チ
ー
ム
が
参
加
し
て

１２

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

優　勝　西野内
準優勝　盛和Ｂ
第３位　盛和Ｃ・相田家

　

各
地
域
で
、
冬
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
と
ス
キ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
な
ど

の
教
室
が
開
か
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　美和地域では、１月５日と２８日の２回に
わたり福島県「会津高原だいくらスキー場」
において、美和スキー・スノーボード教室が開
催され、合わせて１５３人が参加しました。
　両日ともあいにくの吹雪となってしまい

ましたが、参
加者たちは白
銀の雪の中を
思いきり滑っ
ていました。

　緒川地域では、１２月１７日、栃木県「アー
デル霧降スケート場」で小学生スケート教
室が開催され、３４人が参加しました。当日
は天気にも恵まれ、参加者全員が氷上での
１日を満喫しました。

　御前山地域では、１月２２日、福島県「会
津高原だいくらスキー場」で、大人から幼
稚園生まで３６人が参加して御前山スキー教
室が行われました。
　当日は、天気・雪質とも最高のコンディ
ションのなか
で楽しく滑る
ことができ、
初めて参加し
た子もリフト
に乗って降り
られるまでに
なりました。

　山方地域では、１月２８日、福島県「会津
高原たかつえスキー場」で子どもスキー教
室が開催され、山方小、山方南小の３～６
年生、山方中の１年生の約６０人が参加し、
寒さに負けずに楽しみました。



広報　常陸大宮　　　　平成１８年２月号１１

小学生の部個人賞

区間賞

（主催：市教育委員会・市体育協会）
　１月15日、合併１周年を記念して市駅伝大会が大宮運
動公園市民球場をスタート・ゴールとするコースで行わ
れました。
　小学生の部は公園内の周回コース0．8㎞ を５区間走る
もので、51チームが参加しました。中・高・一般の部に
は、市内外から109チームが参加し、大宮地域内の７区
間20．3㎞ を走りました。当日は絶好の駅伝日和に恵ま
れ、選手たちは、沿道からの大勢の声援の中をゴールめ
ざし駆け抜けました。

一般Ⅱ一般Ⅰ高校Ⅱ高校Ⅰ女子Ⅱ女子Ⅰ中学男子Ⅱ中学男子Ⅰ区　間

笹島智志
（大場体協A）

我妻治
（常陸走友会A）

岡崎光平
（小瀬高OBCA）

渡邊雄介
（佐竹）

福留愛子
（緒川中バスケ部）

佐藤絵梨
（瑞龍中）

大町祐太
（緒川中野球部）

本柳篤
（瑞龍中）

1区
（3．5㎞）

12：1911：4613：0311：5915：4513：5713：1212：23タイム

冨山和也
（常陸大宮市消防本部）

高野英朗
（常陸走友会A）

青柳勝成
（小瀬高OBCA）

佐藤現平
（土浦工）

岡田麻希
（瑞龍中A陸上部）

小泉春花
（大宮中）

桧山幸泰
（緒川中サッカー部）

横山貴大
（太田中野球部）

丹羽茂之
（瑞龍中）

２区
(2.0㎞)

7：116：196：276：248：037：236：526：36タイム

砂川祐詞
（世喜体協）

小林広樹
（常陸走友会A）

斉藤裕貴
（大宮高バスケ・サッカー）

後ノ上光希
（土浦工）

柏衣里奈
（瑞龍中Bバスケ部）

根本里紗
（太田中）

栗田広大
（緒川中サッカー部）

高橋勝哉
（大宮中）

３区
（3.4㎞）

11：2011：0412：0610：0913：2712：3911：4110：51タイム

稲葉知徳
（東電大宮B）

松永悟
（常陸走友会A）

神長成彦
（大宮高野球部）

菊池慶大
（佐竹）

石川茉莉奈
（大宮中バスケ部）

瀧石りま
（太田中）

石川匠
（大宮中サッカー部B）

菅宮岳
（大宮中）

４区
(3.3㎞）

12：1611：0413：0911：4014：1913：4812：2011：50タイム

本多達也
（東電大宮B）

山口昭一
（常陸走友会A）

山崎将太
（小瀬高OBCA）

藤田徹
（佐竹）

山本世莉菜
（瑞龍中Bバスケ部）

友部明音
（瑞龍中）

大越寛之
（大宮中野球部A）

椎名謙仁
（大宮中男子バスケ部A）

大森洋次郎
（太田中）

５区
(2.9㎞)

11：289：5211：3610：1412：0911：2711：1810：12タイム

藤田大樹
（常陸大宮市消防本部）

木戸孝
（常陸走友会A）

渡辺純一
（小瀬高OBCA）

牛尾成吾
（土浦工）

塩原麻衣
（瑞龍中Bバスケ部）

四倉伊知子
（大宮中）

森　貴宏
（太田中野球部）

桧山由
（太田中）

６区
（2.3㎞）

8：207：138：288：049：409：278：307：47タイム

大和田稔
（水農教職員）

平塚貢
（常陸走友会A）

小野瀬竜二
（小瀬高OBCA）

小薗靖範
（佐竹）

植田美里
（山方中テニス部）

木村美沙紀
（大宮中）
和田　康子
（太田南中）

野上建太
（大宮中サッカー部A）

高沢一樹
（大宮中）

７区
（2.9㎞）

10：259：289：329：5412：0611：0810：209：22タイム

部門別入賞チーム（①位～⑥位） ※スポ少（スポーツ少年団）
①大宮サッカースポ少C②山方サッカースポ少③御前山ビクトリー野球スポ少④常陸大宮リトルリーグC⑤大宮サッカースポ少A⑥大宮サッカースポ少B男子低

学
年小

学
①J- ドリーム②大宮V.S-E③常陸大宮フェアリーズ④小瀬スポ少C⑤大宮水泳スポ少⑥小瀬スポ少D女子

①小瀬スポ少サッカーB②常陸大宮リトルリーグA③山方サッカースポ少A④御前山ビクトリー野球スポ少⑤常陸大宮リトルリーグB⑥小瀬スポ少サッカーC男子高
学
年 ①小瀬スポ少バレーA②大宮V.S-A③J- ドリーム④八里スポ少A⑤山方霞空塾⑥大宮V.S-C女子

①大宮中②太田中③瑞龍中Ⅰ男
子

中
学 ①大宮中サッカーA②緒川中サッカー部③大宮中野球A④緒川中野球部⑤太田中野球部⑥大宮中野球BⅡ

⑪大宮中②太田中③瑞龍中④太田南中⑤山方中⑥佐竹高Ⅰ女
子 ①瑞龍中B（バスケ部）②大宮中ソフトボール部A③山方中テニス部④緒川中バスケ部⑤瑞龍中A（陸上部）⑥大宮中女子バスケ部Ⅱ

①佐竹高校Ⅰ高
校 ①小瀬高OBC A②小瀬高OBC B③小瀬高蹴球部④大宮高テニス部A⑤大宮高(バスケ・サッカー )Ⅱ

①常陸走友会A②下小川走友会③常陸走友会BⅠ一
般 ①大場体協A②水農教職員③世喜体協④常陸大宮市消防本部⑤勝田走酔会⑥WingsⅡ

タイム第 ３ 位タイム準 優 勝タイム優 勝部 門

03：12内田拡希（常陸大宮リトルリーグC）03：05木村達哉（山方サッカースポ少）02：56大貫智寛（大宮サッカースポ少C）男低
学
年 03：23小沢蘭菜（大宮V.S-E）03：22梶　茉由（大宮水泳スポ少）

四倉綸子（常陸大宮フェアリーズ）女

02：57戸田彰洋（小瀬スポ少サッカーB）
小関俊幸（小瀬スポ少サッカーB）02：54三村晃平（小瀬スポ少サッカーB）男高

学
年 03：12長山愛侑美（小瀬スポ少バレーA）03：07檜山美幸（小瀬スポ少バレーA）03：06木村紗英(大宮V.S-A)女
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市内の小学校
TEL住　　所学校名No常陸大宮市よい子のめあて　小学生

よく考え、進んで学習する子どもになろう。
健康で、よく働く子どもになろう。
元気にあいさつのできる子どもになろう。
友だちとなかよくできる子どもになろう。
花や木を大切にする子どもになろう

52-0314東野3323玉 川 小�

53-1932北塩子1721 塩 田 小�

53-1931小倉1517世 喜 小�

52-0159抽ヶ台町2906-8大宮西小�

57-2801山方3292山 方 小�

57-3236野上1067 山方南小�

58-2442下檜沢3491檜 沢 小�TEL住　　所学校名No

58-2419小田野22嶐 郷 小�53-1891上村田1259-1村 田 小�

56-3704上小瀬751小 瀬 小�53-1920小野451大 場 小�

56-2104油河内24八 里 小�52-0343小場981-2小 場 小�

55-2309下伊勢畑1919-1伊勢畑小�52-0309根本231上 野 小�

55-2514野口1337野 口 小�52-0049北町116大 宮 小�

55-2536長倉1315長 倉 小�52-0518小祝218-2大 賀 小�

中学校
TEL住　　所学校名No

52-0068抽ヶ台町3117大 宮 中

52-0324鷹巣2699-2第 一 中

52-0561石沢1555第 二 中

57-2802山方3267山 方 中

58-2549高部454美 和 中

56-2004上小瀬1281緒 川 中

55-2024野口4088御前山中

常陸大宮市よい子のめあて　中学生
自ら考え　根気強く学習する生徒になろう。
心身を鍛え　進んで奉仕する生徒になろう。
心をこめてあいさつのできる生徒になろう。
相手の気持ちを考えて行動できる生徒になろう。
花を育て　ものを大切にする生徒になろう。
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　市の未来を担う子どもたちが、勉強やスポーツをしたり、友だちと生活する中で
集団行動のルールを身につけていく小さな社会。学校。今回は市内にある19の小
学校と７の中学校について簡単にご紹介。
　これから毎号、各学校の様子を詳しくご紹介します。
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　「それほど太ってはないけれど、おなかが出ている」
　内臓脂肪が蓄積した人にはこういったタイプが多く見
られます。あまり問題がないように思われがちですが、動
脈硬化と深く関係し、これに「血糖値や血圧が少し高め」、
「血液中の脂肪が多い」などが重なると、この動脈硬化を急激に進めてしまい、心筋梗塞や脳卒中
の危険が高まってしまいます。

■内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）をチェック！
　メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥満に加え、①血液中の脂質　②空腹時血糖　③血圧値
のうち２つ以上あてはまる場合をいいます。

�����������
�����

����������������������

����������

��������	
�������

��������	
���

���������

���������

　内臓脂肪は、つきやすい反面、食生活の改善や運動で、減らしやすい特徴があります。
　次の項目をヒントに、生活を見直してみましょう。

■内臓脂肪を減らす生活のヒント

毎日体重や腹囲を測る
　毎日記録をつけて意識し、日々の
成果を励みにする

ウォーキングをする
　仕事や家事の合間など、歩く機会
をつくろう。ウォーキングを含め
「毎日１万歩」を目標に！

テレビを見ながら
足踏み・筋トレ

　運動する時間がとれない時は、テ
レビを見ながら足踏みや腹筋・腕立
て伏せの筋力トレーニングを

腹八分目・１日３食規則正しくとる
　残業などの仕事の都合があって
も、なるべく同じ時間帯に、バラン
スの良い食事をとるよう心がける

動物性脂肪を減らして
野菜が多めの献立に

　高エネルギーの動物性脂肪や糖か
ら、低エネルギーの野菜やきのこ
類、海草類などの多い献立に変える

酒は飲みすぎず、早めに切り上げる
夜食は控える
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①血液中の脂質
高脂血症予備軍
血液中の脂質で
中性脂肪…150㎎/dl以上
または、
HDLコレステロール…40㎎/dl未満 ③血圧値

高血圧予備軍
血圧値が収縮期血圧130㎜Hg以上
または、
拡張期血圧85㎜Hg以上

②空腹時の血糖
糖尿病予備軍
空腹時血糖が110㎎/dl以上

禁煙や定期検診も
忘れずに！
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�美和かわせみの会のおはなし会
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�ロゼのつどいのおはなし会
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�めばえの会のおはなし会
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�どんどんちっちのおはなし会
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�はみんぐばあどのおはなし会
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�春休み子ども映画会
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�子ども放送局
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。

�休日・祝日の当番医　　2/19～3/26
電話番号病院名（所在地）日付

（52）0547
0287（82）2781
0285（63）2303

岡崎外科医院（上町）
七合診療所（栃･那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

19

（53）2115
0287（84）1616
0285（63）0323

丹治医院（東富町）
佐野医院（栃・那須烏山市）
青木医院（栃・茂木町）

26

（52）0116
0287（84）3850

0285（63）0320

小泉医院（上町）
山野クリニック

（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

3/5

（53）1111
0287（82）2170
0285（63）0036

志村大宮病院（上町）
阿久津医院（栃･那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

12

（52）0547
0287（83）2021

0285（63）5131

岡崎外科医院（上町）
阿久津クリニック

（栃･那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

19

（54）7777
0287（83）1166
0285（63）1151

一貫堂クリニック（下町）
金井医院（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

21

（53）2115
0287（82）2739
0285（64）1122

丹治医院（東富町）
烏山台病院（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

26
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※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。
　ただし、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。
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3/5（日） 夏川りみ Concert Tour2006
－ココロツタエ－

開場／17：30　開演／18：00
全席指定　4，000円

チケット発売
　２月８日（水）～（平日のみ発売）
　午前９時～※１人４枚までとなります。
場　　　所　緒川総合センター
問い合わせ　教育委員会緒川事務所

�56－5111　FAX56－5112

◆山方公民館図書室（山方660） �57－2903 
休室日…日曜・祝日・年末年始

◆美和公民館図書室〈美和山村開発センター〉
（高部402－2） �58－2342

休室日…月曜日・年末年始

◆緒川総合センター図書室（上小瀬1259）
 �56－5111

　休室日…年末年始

◆御前山公民館図書室（野口3195）�55－2116
　休室日…月曜・祝日・年末年始

各地域の図書室をどうぞご利用ください！
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古紙配合率����再生紙を使用しています

常陸大宮市の人口（１月１日現在・推計常住者）

総人口４７，６８６人（男２３，２２８人、女２４，４５８人）
世帯数１６，０２０世帯

●病院ホームページもご覧ください。
　アドレス　http://www.ho-saisei.jp
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　今年創立53年を迎える山方保育所は、11年前に親子のふ
れあいの大切さを感じ、親子たこ揚げ大会を始め、今年は１
月15日に実施されました。
　ビニールに絵を描いて竹ひごを２本付け、糸を付ければも
うできあがり。早速、神奉地の河原でたこ揚げをはじめる
と、久慈川の風を受けながらぐんぐんと空高く揚がっていき
ました。
　また、園庭や室内では羽根つきやこままわし、カルタとり
などのお正月あそびを楽しみました。
　「初めてです」と、ご夫婦で仲良く羽根をつく姿や手の平で
得意そうにこまを回すお父さんの姿、子どもたちのうれしそ
うな顔が印象的でした。
　今ではめったに見られなくなってしまったたこ揚げの風景
ですが、たこは平和の象
徴と言われ、ほとんどの
国々にあるそうです。
　これからも、日本文化
の継承と親子の思い出づ
くりのために続けていき
たい行事です。

��������	

�������
�����������������

凍み入る美しさ
　雪が残り凍った道を注意して進む
と、突然目の前に現れる氷の柱。長い
ものは２～３メートルほどにもなって
いました。
　これは、市内上町の甲神社下の崖に
生まれた大きな 氷柱 。地層の間から染

つらら

み出す水が凍ってできたもので、例年
にない今年の寒さのために、驚くほど
大きな芸術作品の完成となりました。
　地元や水戸市などの近隣市町村から
も見物に訪れた方たちは、自然の生み
出す美しさに、しばし黙って魅入って
いました。
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